
 

 

 

 

 

 

                  「 高校普通科新しい流れ 」                   校長 渡部 敏郎 

  １月末に文部科学省より高校改革案が示されました。普通科の枠組みの中に、大学や国際機関と連携し現代的な

課題に対して世界的規模の学びをする「学際」学科（仮称）と、地域社会の課題に取り組む「地域」学科（仮称）を

新設するという案です。後者の「地域」学科は自治体や地元との協力体制（コンソーシアム）の構築や高校と地域を

繋ぐ調整役（コーディネーター）の配置などが設置要件となっています。吉賀高校普通科では、すでに「地域」学科

的な環境の下で日々の教育活動が進んでおり、本校や吉賀町の取り組みが、日本の普通科高校の先進的なモデルと

して評価を受けているようで大変うれしく思いました。今後も、地域のみなさんと一緒になって取り組む授業や課

外活動をさらに充実させていきたいと考えています。 

 

 

 

 1月 15日（金）に、大学入学共通テスト受験者と、これから受験を控えている生徒 

たちへ激励会を開催しました。校長と進路指導部長から激励の言葉を受け、生徒代表は 

熱い思いで激励に応えていました。本校からは 9名が 16日（土）・17日（日）に、 

山口大学で開催された大学入学共通テストに臨み、今年度から名称も出題傾向も変わっ 

た試験に向けて努力した成果を発揮しました。 

 

 

 

１月１９日（火）に、３年生学年末試験最終日に行った学年集会で自由登校の諸注意を受け、３年生は自由登校に

入りました。自由登校は、これから受験を控えている生徒は受験準備を、進路が決定している生徒は卒業後の準備

をする大切な期間です。週に１回の出校日を設け、３年間学んだ校舎の清掃や、これからの自分に必要な力につい

て探究しています。１月２２日（金）には吉賀町教育委員会教育長講話で、「成人式にまた再会しよう」と餞の言葉

を光長教育長よりいただきました。その他にも、進路が決定した進学者に対して教養補習が実施されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月８日（月）に、１年生「ハンセン病問題」２年生「ＬＧＢＴ」を            2年生 

テ―マとして人権・同和教育ＨＲ公開授業を開催しました。正しい知識 

を得ることで、様々な差別に気づく力を養って欲しいと思っています。 

吉賀町内中学校や吉賀町役場からも参観していただきありがとうござい 

ました。                                1年生  

 

 

  

 地歴公民科授業で、山陰中央新報「こだま欄」特集『２０２１年に望むこと』というテーマに応募したところ１０

名の投書が掲載されました。掲載された題名・生徒名は下記のとおりです。新型コロナ禍で感じたことや、これから

の未来に前向きに望む思いが記載されていました。 

 

 

 

 

 

吉賀高等学校 学校通信 第１３１号（通算２１７号）２０２１年２月号 

 
 

 

１・２年生 人権・同和教育ＨＲ公開授業開催 

３年生自由登校開始 

「若者の可能性を狭めないで」(3年 小倉 美羽)      「勇敢な医療従事者の仲間に」(3年 友重 友加里) 

「子育てしやすい環境整えて」(3年 木束地 小鳥羽)  「多難なこれからを粘り強く」(3年 中村 悠馬） 

「好奇心持ち明るい未来描く」(3年 椿 武士)       「看護師になって医療に貢献」(3年 中村 舞夏) 

「国民を尊重した政治を望む」(2年 岡本 ひなた)   「楽しい思い出増やせる年に」(3年 髙杉 奈々子) 

「コロナで幸せの尊さを知る」(1年 岡本 萌果)      「何事も恐れず積極的に挑戦」(1年 川口 加偉) 

山陰中央新報「こだま欄」掲載 

進学者激励会を受けて大学入学共通テスト受験に臨む 
開始 



 

 

 

２月１日（月）放課後に、本校生徒、保護者、教職員、地域の方々が参 

加し「高校魅力化学びの体制構築会議」を開催しました。大正大学の浦崎 

先生に講話をいただいた後、小グループに分かれ大人たちと高校生が一緒 

に、この会議に参加した生徒の夢や悩みに対し、高校生に必要な学びのデ 

ザインを考えました。“小さな学校で大きな夢を”まさに少人数の高校で 

あることが強みである吉賀高校の目指すべき姿は、生徒の学びを軸にすえ 

た教育であるということを再確認する貴重な時間となりました。 

 

 

 

 ２月６日（土）に、高校生の学びを深めるための祭典「しまね探究フェスタ 2020」

がオンラインで開催されました。本校からも２年生 3名が参加し、それぞれアント

レで実践しているプロジェクトの発表を行いました。全部で 44チームが発表を行

い、多様な大人や参加者から質問されたりアドバイス 

をもらったりして学びを深めました。残念ながら予選 

突破はできませんでしたが、高校生が互いに学びあい、 

成長しあう貴重な場となりました。 

 

 

 

 

  ○ 美術部                   ○ 華道部  

  ※火曜日と金曜日に活動しています。        ※生けた花は校内に飾っています。 

 

 

 

 

                            ２年 岡本 ひなた    ２年 桑原 涼華 

 

  ○ 写真部  ※島根県高等学校写真展に出品しました。 

【奨励賞】       【入選】 

 

 

 

 
             
            １年     １年          １年      ２年     ３年    ３年 
  ３年 井本 美羽      成本 千騎  中川 綾音（2作品）  向井 陽奈   高橋 沙依   小倉 美羽  富安 零音  
                             

 ○ 音楽部  ※楽しく練習しています 

                                                        

 

 

 

 

文化部の取り組み 

高校魅力化学びの体制構築会議開催 

しまね探究フェスタ２０２０オンライン参加 

～佐竹 隆博さんありがとうごさいました～ 

 

”公設塾よしか塾ＮＥＸＴ講師” 

として２年間お世話になった佐 

竹さんが１月末で退職されまし 

た。お世話になりました。あり 

がとうございました。 


